
簡
の
努

aオ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
量
曽

g
E
-
d
g
a
5
5
3
M
に
就
て

一
四
八

蘭
の
害
虫
蝕
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
，、

チ

bh弘、ミ句
b
Q
ミ
F
Q
R
Q
h

判
司
〉
吋
何
回
N
印

.H402

に
就
い
て

農
事
博
士

春

忠

士
口

熊

代川

1m 

一
、
緒

雷

膜
姐
類
、
環
臨
時
科
の

bb~3hmの
一
種
で
あ
り
て
‘
そ
の
幼
晶
・
か
蘭

ee喰
害
す
る
も
の
が
存
す
る
こ
さ
は
著
者

ω-
人
(
春
川
〉
が
さ

、J・A・

舎
に
織
報
乏
し
て
報
告
し
た
所
で
あ
る
。
E
其
の
報
告
に
於
い
て
蓮
べ
た
知
〈
兵
噂
賑
及
び
福
岡
町
脈
じ
於
い
て
此
の
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
川

バ
チ

0

・

に
類
似
せ
る
も
の
が
商
品
乞
害
す
る
こ
さ
を
渡
海
氏
が
説
い
て
居
ら
る
主
、
(
渡
遁
氏
の
説
く
所
に
闘
し

τは
多
少
の
疑
問
，
か
得
す
る
艶
も
あ

る
が
‘
兎
に
角
.
之
が
恐
ら
〈
我
圃
じ
於
い
て
弁
川
バ
チ
ハ
同
】
q
s
g同時
H
b
g
L
R
R甘
句
、
S
M
W
O問
看
何
回

G

U外
に
備
は
蘭
な
害
す
る
禁
峰
科
の

一
一
種
が
存
す
る
こ
さ
を
蓮
べ
た
最
初
の
記
録
で
あ
ら
3
q』
考
へ
ら
る
h
。

福
岡
町
脈
心
於
い
て
蘭
を
害
す
る
業
蜂
科
の
幼
轟
か
存
す
る
こ
さ
は
彼
の
地
に
あ
り

τは
既
に
可
な
り
古
く
か
ら
叫
ら
れ

t
居
っ
た
も
の
L

知

4
‘
後
の
地
冶
で
は
蘭
哉
培
業
者
は
乙
ι
智
弁
ム
ジ
‘
成
は
弁
キ

9
ム
シ
、
戒
は
ホ
ワ
ジ
ヨ
ウ
ム
ジ
等
の
名
で
呼
ん
で
居
る
。
大
正
二
年
じ

語
間
際
島
市
苧
試
験
場
で
蘭
の
害
畠
ホ
ウ
ジ
ヨ
ク
の
踊
除
試
臓
を
行
っ
た
さ
あ
る
の
は
恐
ら
く
此
の
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ρ

パ
チ
の
幼
晶
に
闘
す
る



、'
d
d

ち
の
で
あ
ら
・
3
さ
考
へ
ら
る
h
c
k

右
に
起
し
た
も
の
以
外
に
は
我
圃
じ
於
い
て
‘
本
害
品
購
じ
っ
き
て
の
民
謡
は
女
献
じ
現
は
れ
て
容
な
い
や
・
3
で
あ
ゐ
。

著
者
の
一
人
{
路
代
て
か
福
岡
町
麻
下
じ
於
い
て
調
食
し
た
所
に
よ
る
に
、
此
の
才
ホ
オ
ス
グ
ロ
て
v
チ
じ
よ
る
蘭
の
後
書
は
‘
き
は
き
、

恐
る
込
山
い
足
r
同
ぬ
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
少
く
さ
も
是
庖
は
縫
窓
じ
重
大
な
る
損
害
令
奥
ふ
る
程
に
大
費
生
を
な
ん
に
こ
さ
は
わ
ゆ
い
も
の
の

知
〈
で
あ
る
。
し
か
し
、
之
は
戒
は
一
稲
畑
際
じ
於
け
る
蘭
栽
培
業
JF末
記
非
常
に
重
要
な
る
産
業
さ
な
る
注
で
に
歪
つ

τ居
ら
な
い
こ
さ
A

嗣
係
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
も
知

L3.従
つ

τ‘
持
者
高
岡
裁
培
が
彼
の
地
に
於
い

τah重
要
な
る
産
業
守
』
な
る
こ
さ
が
あ
る
さ
し

τ其

の
際
に
ら
此
の
害
轟
が
大
似
る
損
害
を
引
含
起
す
・
}
さ
が
絶
射
に
撚
い
で
あ
ら
う
さ
言
ふ
が
川
合
保
置
は
出
来
難
い
こ
さ
で
あ
る
。

著
者
等
は
稼
ね

τか
ら
岡
山
鉱
山
い
産
す
る
井
川
バ
ヂ
〈
同

335H急
医
冶
掴

n
g
b
g
v
-
K臥
adて
研
究
し
つ
L
あ
っ
た
の
で
蘭
を
害
す
る
葉

蜂
乏
し
て
右
の
外
に
猫
ほ
、
こ
の
オ
ホ
均
九
〆
ロ
川
バ
チ
が
あ
る
こ
さ
そ
知
っ
て
少
か
ら
ざ
る
興
味
を
感
じ
、
乙
ζ
就
畠
田
て
多
少
の
観
察
及

び
貨
幽
閉

ee行
っ
た
か
ら
，
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
見
や
2
さ
思
ム
。

二、

畢
名
及
和
名
に
就
き
て

著
者
の
一
人
は
海
報
じ
於
い

τ本
書
晶
が

b
b
~
2
J
S
燭
の
ご
種
で
あ
る
こ
さ
令
噌
地
べ
た
。
遮
建
氏
に
よ
れ
ば
兵
暗
僚
に
於
い
て
繭
々
害

-す
る
薬
臨
時
の
幼
轟
に
は
少
く
さ
も
二
種
あ
る
も
の
h
知
〈
、
氏
は
そ
の
一
種
に
オ
ス
グ
ロ
井
川
バ
チ
な
る
名
稿
t
q
附
け
て
唇
ら
る
ヘ
氏
の

b
qな
詰
柏
の
一
種
で
あ
る
ら
し
く
考
へ
ら
る
h
o

同
氏
は
又
‘
福
岡
町
琳
じ
於
い

τ-b.
之
に
極
め
て
由
尽
く
類
似

配
盤
戦
「
い
よ
る
じ
、
そ
れ
は

L
tゐ
る
諸
宗
修
叫
が
あ
る
が
.
し
か
し
毛
れ
は
兵
窓
際
に
産
す
る
方
ス
グ
ロ
井
川
バ
チ
さ
は
異
怠
る
さ
説
い
た
。
ニ
の
記
述
じ
よ
り
て
察
す
る

闘
の
筈

aオ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ザ
チ

E
3官
a
g
a
当
日
出
即
時
。
出
に

at

一
四
九



蹴
闘
の
害
轟
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
匂
き

g
宮
、
忌

a
s
h
J
4
h
p
-
2
2
H
A
に
撹
て

一五
O

に
嘗
時
民
が
福
岡
に
産
す
る
さ
説
か
れ
た
る
も
の
は
恐
ら
く
著
者
が
こ
L
に
取
り
扱
っ
て
居
る
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
A

バ
チ
に
濯
な
い
さ
思
は
る

る
。
著
者
の
一
人
(
熊
代
)
は
猷
固
に
亙
っ
て
兵
庸
際
の
蘭
哉
培
地
に
於
い
て

b口
町
内

g
場
の
幼
畠
な
採
し
求
め
た
の
で
あ
る
け
れ
き
も
港

に
之
を
後
見
す
る
に
至
ら
わ
暗
か
っ
た
。
渡
港
氏
の
配
織
に
よ
る
に
氏
の
所
謂
方
ス
グ
ロ
弁
コ
チ
な
る
も
の
は

g
3
ζ
ξ
3
8同
同
三
崎

、J

、J

4

5

 

さ
は
少
し
く
一
致
し
欝
き
動
も
あ
る
ゃ
う
で
あ
る
け
れ
き
も
.
中
川
久
知
f
.竹
内
吉
蔵

FK
雨
氏
に
よ
る
じ
渡
漫
氏
の
オ
ス
グ
ロ
弁
A
J
H

テ

は
雨
氏
の
オ
久
グ
ロ

ρ
Jバ
千
即
ち

b
ミ
ミ

HaL言、
ssa
に
読
書
す
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
。

オ
ス
グ
ロ
川
バ
チ
は
兵
庫
際
に
産
す
る
は
事
置
で
あ
る
ら
し
い
り
れ
き
も
.
そ
の
食
積
物
は
未
だ
判
然
し
て
居
ら
な
い
が
施
で
は
な
い
ら

し
〈
考
へ
ら
る
h
o

斯
様
に
考
ふ
る
時
に
は
渡
遁
氏
の
オ
ス
グ
ロ
井
川
バ
チ
な
る
も
の
は
成
は
著
者
等
が
遊
に
取
り
扱
っ
て
居
る
種
類
卸
も
オ
ホ
オ
ネ
グ
ロ
F

バ
チ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
さ
も
考
へ
ら
れ
‘
謹
に
相
矛
盾
し
た
る
推
定
に
燈
ず
る
。
こ
の
疑
問
は
A
1
の
慮
切
に
解
決
す
る
こ
さ
が
出
来
本

。
幅
附
鯨
心
産
す
る
繭
葉
峰
，か

b
o
h
s
ζ
a
o言
語
ご
異
る
べ
き
ニ
さ
は
先
じ
著
者
の
一
人
が
橡
報
に
於
い
て
指
摘
し
た
慮
で
あ
る
が
其

の
後
著
者
等
は
竹
内
吉
蔵
氏
の
好
意
に
よ
り
て

b
ミ

3ahestg
の
標
本
を
得
て
、
明
か
に
福
岡
産
の
も
の
さ
は
別
種
で
あ
る
こ
さ
を

知
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
幅
附
産
の
も
の
さ
同
一
な
る
種
類
が
戒
は
外
岡
じ
於
い
て
産
し
、
既
に
配
殺
せ
ら
れ
て
居
る
か
も
知
れ

な
い
こ
さ
を
恐
れ
、
著
者
は
標
本
を
大
英
樽
物
館
じ
塗
り
て
調
資
研
究
を
依
闘
し
た
mり
で
あ
っ
た
が
‘
そ
の
結
果
‘
幅
岡
産
の
も
の
は
未
配

、ノ

載
種
で
あ
る
こ
さ
が
わ
か
り
者
〉

4
E
G
3
2
氏
じ
よ
り
て

bo守
S
E
B
E
g
s
-
字
詰
・
さ
し
て
畳
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ゅ

上
に
肥
喧
し
た
や
3
の
事
情
C
、
戎
圃
心
於
い

τ未
だ
確
賓
じ
本
種
に
該
歯
す
る
も
の
に
針
し
て
和
名
が
鮒
せ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
著
者



山
等
は
竹
内
民
さ
も
相
読
の
結
果

b
o守
H
S
E
E
E
S
R
に
オ
永
靖
ス
グ
ロ
川
バ
チ
な
る
新
し
い
和
名
な
輿
ふ
る
こ
さ
h
ー
し
た
。
蓋
し
本
彊

，
が
オ
ス
グ
ロ
て
バ
チ
に
似
t
.
そ
れ
よ
り
は
大
形
で
あ
る
ニ
さ
ニ
出
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
ニ
、
分

布

オ
ホ
す
ス
グ
世
て
ハ
4

ず
の
分
布
に
つ
き
て
は
求
だ
充
分

ω調
査
を
経
て
居
な
い
が
、
務
園
以
外
で
は
求
だ
知
ら
れ
て
曽
な
い
。

本
書
晶
は
そ
の
近
似
種
さ

ω踊
係
か
ら
考
へ
て
諸
兆
洲
系
統
に
届
す
る
も
の
で
あ
る
ニ
さ
は
読
な
い
こ
さ
さ
考
へ
ら
る
生
。

我
園
内
で
確
貨
に
本
種
々
産
す
る
ニ
ご
の
知
ら
九
て
居
る
は
幅
間
際
の
み
で
あ
る
が
、
先
年
石
川
甑
じ
於
い
て
ム
恐
ら
く
本
種
な
・
る
べ
し

さ
考
へ
ら
る
L
幼
畠
.
か
勝
又
氏
に
よ
り
て
得
ら
れ
て
居
る
。

兵
慮
鯨
じ
於
い
て
ち
成
は
本
種
を
産
す
る
も
の
?
は
な
い
か
さ
考
へ
ら
る
L
が
、
前
節
に
於
い
て
説
い
た
飢
〈
此
の
魁
に
闘
L
て
は
多
少

の
疑
問
が
伴
L
で
居
る
。
さ
に
か
〈
、
著
者
等
は
本
種
を
兵
鬼
鯨
じ
於
い
て
手
じ
入
る
L
ニ
さ
に
未
だ
成
功
し
て
忽
い
。

岡
山
及
び
庚
島
商
用
Mmω
繭
韓
培
地
万
に
於
い
て
は
未
だ
本
種
が
盤
見
せ
ら
れ
て
皆
な
い
。

回
、
配

載

ハ
本
文
末
附
回
参
照
り
M
q』
)

第
一
、

a
a

成
晶
は
雌
雄
に
よ
り

τ著
し
く
其
色
彩
ぞ
異
じ
す
る
。
定
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ト
シ
氏
の
韓
表
し
た
配
韓

ω大
債
を
需
品
す
る
。
但
し
之
じ

多
少
著
者
の
観
袋
t
q
も
塩
加
し
た
。

組
の
嘗
怠
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ザ
チ
N
M
号、

gggatcapazに
鼠
て

五



砲
の
欝
轟
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ザ
チ

U
法
言
語
白
書
』

wSMh
毛、，
B回
2
6
M
に
歳
て

五

種

畠

色
彩

頭
及
前
胸
の
背
板
、
中
胸
の
揚
板
及
側
葉
(
吋
M
P・8
忠
骨
由
)
、
中
胸
の
側
板

(
B
E
G
-
s
E
w
V
及
び
腹
部
ハ
但
し
第
一
一
腹
節
・
1
隙

-
〈
〉
は
暗
赤
色
で
あ
る
d

第
一
腹
節
ハ
M
M
B
M
5
9
2日
を
意
味
す
〉
培
片

(SF吋国々

E
品
、
産
卵
器
の
基
部
及
び
末
端
は
黒
色
に
し

τ吃

.
聞
が
あ
る
。
其
他

ω部
分
は
党
津
な
き
黒
色
で
あ
る
。
盟
は
殆
無
色
議
刷
で
・
あ
る
が
尖
端
に
近
く
に
従
ひ
て
、

や
L
曇
っ
て
居
る
。

し
tJ， 

し
.
判
然
さ
し
た
境
界
の
あ
る
決
一
暗
色

ω部
分
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
遡
肱
は
黒
色
で
あ
る
。

形
態

上
陸
及
顔
面
は
需
に
匙
刻
を
有
し
、
此
艶
刻
は
帽
角

ω基
部
さ
躍
眼
さ
の
間
に
あ
り
て
は
他
よ
り
大
き
い
。
頭
楯
の
縄
入
部
は
深

-〈
旦
つ
成
く
し
て
此
の
骨
片

ω腹
縁
の
格
治
三
分
の
了
ぞ
占
め
て
居
る
。
而
し
て
此
の
暢
入
部
品
ゾ
雨
側
は
下
方
(
腹
向
)
に
向
っ
て
箸
'
Y
、

聞
い
て
国
ゐ
。
軍
眼
後
部
(
可
。
咽
7
0
0
E
P円

P
り
お
)
は
略
段
目
的
に
し
て
、
顔
面
に
於
け
る
よ
り
も
動
刻
の
分
布
は
疎
で
あ
る
。
其

ω
側
み
は

滑
に
し
て
た
津
を
布
し
大
形
な
る
勘
刻
を
極
め
て
疎
心
分
布
し
て
居
る
。
し
か
し
後
頭
部
に
近
づ
く
時
は
匙
刻
は
小
さ
く

E
つ
窮
乏
な
る
。

複
眼
さ
大
顎
さ
の
閣
の
部
分
及
び
必
蹴
郁
も
亦
顔
に
於
け
る
が
知
〈
艶
刻
々
有
す
る
。
蝿
角
は
や
A
短
い
方
で
其
巾
り
長
さ
は
頭
の
簡
端
か
ら

中
陶
の
橋
板
の
遁
急
で
あ
る
。
而
し
て
第
三
節
は
a
m
m
m節
の
略
除
俗
位
の
長
き
で
あ
る
。

胸
部
、
前
胸
の
背
板
は
吃
漕
な
く
深
〈
且
つ
需
に
鍛
の
ょ
っ
た
や
う
に
匙
剥
が
あ
る
ロ
中
胸
背
板
は
吃
津
が
あ
り
津
山
の
小
さ
い
動
刻
・
か

あ
る
。
小
繍
板
に
あ
り
て
は
艶
刻
は
を
の
鉱
は
少
〈
そ
の
形
は
大
い
。
後
指
板
は
滑
で
あ
る
。
後
胸
背
紋
山
中
央
部
は
動
刻
の
鉱
・
か
・
少
い
が

そ
の
形
は
大
い
っ
中
胸

ω胸
根
は
背
板
の
如
〈
光
漕
h
q・K
同
し
艶
刻
を
有
し

T
Eる
。
中
胸
側
板
は
前
胸
背
板
の
叩
く
で
あ
る
が
、
し
か
し
.

を
の
刻
棋
は
更
に
粗
大
で
あ
る
。
中
胸
側
板
さ
後
胸
側
板
さ
の
境
令
な
す
縫
合
韻
部
は
党
・
濯
を
釘
し
独
、
し
て
や
A
慢
形
々
日
置
し
て
居
る
。

申
胸
の
後
側
板
及
び
後
胸
の
側
板
は
顔
面

ω切
〈
動
刻
々
布
す
る
。



甜
蔀
は
滑
に
し

τ主
情
を
有
す
。

帽
長
は
凡
・
宅
同
一

1
9メ
I
ト世
F¥
麹

ω開
聾
一
円
ニ
ミ

p
メ

1
ト
P

雄

晶

色
彩
は
雄
轟
じ
あ
り
て
は
殆
き
腫

ω全
面
が
黒
色
で
あ
る
。
但
し
中
胸
楯
板

ω中
葉
は
そ
の
中
央
臨
は
黒
色
で
あ
る
が
其
他
は
暗
赤
色
で

ふ
る
P

由
民
中
胸
側
板

ω前
上
宇
都
に
も
暗
赤
色
の
綾
が
あ
る
。

値
長
凡
一

O
え

P
メ
l
ト山
r
.

麹
の
開
鎌
一
八
王

P
メ

1
ト
P

雄
串
圃
は
憾
の
大
さ
じ
於
い

τ雌
じ
劣
O
E
っ
そ
の
胆
部
は
雌
に
於
げ
る
よ
り
は
幅
扱
く
従
っ

τ細
長
の
形
を
な
す
。

近
似
種
さ
の
比
較

コ
b
a
3
h
a
g
Mハ
E
の
さ
の
比
較

ウ
宥
l
タ
1
ス
ト
v
d

氏
・
い
従
へ
ぽ
膏
花
洲
じ
産
す
る
ら
の
L
中
で
は

N
V
~
3
5
2
R
S
F‘C
C
は
本
種
じ
極
め
て
近
似
せ
る
種
で
あ
り

で
.
色
形
上
の
差
出
持

ω如
き
は
極
め
て
少
い
。
今
.
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ト
シ
氏
じ
従
ひ
て
補
者
セ
比
較
す
れ
ば
失
の
切
く
で
あ
る
。

N
V
G
N
q
s
b
a
R
F
h
M
g
b
h
門

吻

】

前
胸
側
板
.
陶
板
及
小
編
板
は
黒
色
で
あ
る
。
前
胸

ω背
板
、

中
胸
の
側
板
.
循
板
、
中
胸
背
抵
の
側
業
は
全
部
暗
赤
色
で
あ
る
。

頒
は
複
眼

ω後
部
に
於
い
て
幅
が
狭
い
。
後
胸
背
板
は
大
き
い
臨

剰
を
少
し

832-ハ
箇
)
し
か
持
っ
て
居
な
い
。

N
V
C
N
M司

S
S丘
町
民
ハ
ご

前
胸
は
全
部
、
又
.
中
胸

ω循
板
は
そ
の
尖
端
mw
極
め
て
狭
い

一
部
分
・
か
黒
色
で
あ
る
だ
け
で
そ
の
他
の
部
分
は
全
部
暗
赤
色
で

あ
る
。
叉
中
胸
背
板

ω側
楚
は
全
部
暗
赤
色
℃
あ
る
。
中
胸
側
板

は
黒
色
、
頭
は
後
邸
に
於
い
て
-b
複
眼
船
じ
於
け
る
さ
同
じ
幅
で

あ
る
。
後
胸
背
板
門
抽
・
中
央
部
-L
宮
れ
・

τ漕
山

ω
(四
O
或
は
夫
よ

臨
聞
の
嘗
畠
す
ホ
キ
ス
グ
ロ
れ
ず
チ
N
M
嘉

-gp肉、
Z
M喧
&
4
4
k
P
a
z
-
O
M
南
に
厳
て

一五一一一



闘
の
容
高
田
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ

h
r
e
a
r
a
E
Z
h
a宅
=
園
田
国
暗
号
に
就
て

雄
轟

ω腹
部
は
全
部
黒
色
で
あ
る
。

ニ.
b
o
N
3こ
.
色
、
ロ
ヨ
符

S
Mハ
宗
主
〈
さ

ω
比
較

一
五
四

。
多
い
)
小
動
刻
々
有
す
。

雄
轟

ω腹
部
は
可
な
ふ
り
旗
い
部
分
が
串
仰
に

著
者
の
一
人
が
珠
報
じ
於
い

τ法
ペ
た
る
切
〈
近
畿
地
方
に
産
す
る

b
o守
容
』

.es帆S
h
同
H
m
z〈
も
亦
や
h
本
種
さ
相
似
て
居
る
o
A
E

出
閉
穏
を
比
較
し
て
見
れ
ば
左
の
遁
で
あ
る
。

b
a
q
g
b
h
q
a
F
b
g
s
.
円
咽
一
〉

前
胸

ω側
仮
.
胸
板
共
じ
黒
色
な
る
か
叉
は
淡
黒
色
で
あ
る
。

蹟
繍
も
亦
黒
色
で
あ
る
。

前
脚
は
品
安
』
全
部
が
黒
色
で
あ
る
。

b
o
p
E句
・

ha宮
3
2
h
ハ
咽
)

前
胸
は
全
郎
陪
黄
色
で
あ
り
.
調
備
は
其
末
宇
都
は
俺
黄
色
吋
・

糸
町
・
0

。
前
脚
は
腔
節
中
央
よ
h

り
先

ω部
分
は
各
節
共
に
降
黄
色
で
あ
る

組
長
八
・
五
|
九
ミ

9
.
開
螺
-
七
l
一
八
王

P
、
印
ち
小
い
。

色
彩
は
赤
味
を
帯
び
た
る
椴
黄
色
で
あ
る
。

鉢
長
一
一
ミ

9
、
趨
の
閥
雌
は
ニ
ニ
ミ

9
0

色
彩
は
濃
噌
赤
色
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ト
ン
氏
は
向
ほ
量
卵
器
の
鋸
に
つ
き
て
本
種
さ

b
o
~旬、
8

2号
尽
さ
を
比
較
し
て
居
る
。
之
等
詳
細
の
動
じ
っ
き
て
は

民
の
肥
軍
令
書
服
せ
ら
れ
た
い
。

第
二
、
幼

品

色
彩

慢
は
給
色
で
あ
る
。
頒
は
機
緑
色
に
し
で
補
色
の
斑
紋
を
有
す
る
。
師
ち
軍
眼
の
後
よ
り
頭
叢
縄
合
舘
【
恒

zngユ
包

2
2
3
)

-
に
略
品
開
請
・
ヲ
て
頭
頂
の
殆
や
』
全
部
が
褐
色
で
あ
る
が
、
特
に
櫨
合
線
の
後
方
に
於
い
て
色
濃
き
褐
色

ω横
借
金
な
し
て
居
る
。
叉
.
前
頭
の



上
宇
も
褐
色
で
あ
り
、
頭
回
以
般
ハ
4
0吋
E
S
H
E日
3
4『
)

じ
添
う
て
幅
や
L
山

m-9
濃
禍
色
傑
統
を
呈
し

τゐ
る
。
翠
眼
の
周
闘
は
黒
色
じ
し

τ、
大
顎
の
尖
端
h
t小
泉
色
で
あ
る
。

J~ 
煙、

老
熟
せ
る
幼
一
晶
1

出
世
長
-
一

O
ミ

9
メ
I
ト
戸
内
外
あ

0
.
説
を
自
然
の
位
置
じ
て
背
-
血
よ
り
見
れ
ば
略
伝
精
掴
形
ぞ
呈
す
る
。
ロ

部
は
正
し
く
腹
面
心
向
ふ
さ
云
ふ
よ
り
は
.
や
a
A

著
し
く
後
方
じ
向
っ
て
居
る
。
湯
浅
氏
の
識
か
る
h
遁
り
此
櫨
じ
於
い
て
興
味
あ
る
ニ
ミ

は
.
上
唇
は
そ
の
前
端
中
央
が
暢
入
し

τ居
る
が
其
繭
測
を
収
せ
る
部
分
は
-R
右
相
稽
を
な
さ
A
T
右
庁
が
常
に
方
片
よ
り
大
き
い
ニ
さ
で
あ

、J
る
oげ瞳聞

は
M
多

t
の
鍛
令
有
し
‘
腹
節
に
あ
り
て
は
六
つ
の
敏
に
よ
り

τ六
小
部
分
に
国
分
せ
ら
れ
て
居
る
ο
気
門
は
其
の
形
長
楕
圃
形
に
し

τ前
後
に
極
め
て
扇
準
で
あ
り

τ‘
第
一
胸
節
及
び
第
一
乃
至
第
八
筒
上
じ
存
す
る
。

胸
脚
ぽ
射
-
L
長
く
、
第
二
乃
至
第
八
の
腹
筋
及
び
第
，

-
O腹
節
じ
そ
れ
ん
¥
腹
脚
を
有
す
。
卸
ち
綿
で
八
針
の
腹
脚
が
あ
る
。

第
三
、
踊

色
彩

踊
は
踊
化
後
の
日
敏
巳
よ

0τ
色
彩
を
慶
へ
る
。
卸
ら
踊
化
直
俊
は
腫

ω大
部
分
が
絡
色
で
あ
る
が
‘
暫
く
経
る
さ
・
決
赤
褐
色
芯

な
れ
り
勿
化
に
屯
づ
く
時
以
瓜
は
黒
色
‘
蝿
角
J
h
黒
色
.
胸
に
あ
り
て
は
中
胸
の
小
楯
板
及
び
後
嗣
は
黒
色
で
.
を
ゆ
他
的
部
分
は
一
階
品
物
色
.

胸
部

ω腹
面
及
び
臨
は
黒
色
で
あ
る
。
鹿
部
は
雌
晶
に
あ
り
て
は
第
一
眼
愉
は
黒
色
.
そ
の
他
は
少
し
く
黄
色
そ
帯
び
た
る
赤
色
で
あ
る
。

腹
面
必
殆
事
』
全
部
が
赤
色
で
あ
る
が
産
卵
器
の
基
部
は
少
し
〈
黒
色
で
あ
る
。
雄
訟
に
あ
り
て
は
中
胸

ω横
坂
は
鳶
隔
側
が
少
し
く
暗
赤
を

常
び

τ居
る
が
そ
の
他
の
部
分
は
皆
黒
色
で
あ
る
。
麹
鞘
は
雌
雄
何
れ
に
あ

0τ
も
極
め
て
淡
合
資
赤
色
々
帯
び
て
居
る
。

腐
の
書
且
回
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
む
昔
富

F
S
a
E宮
帆
巧
包
園
田
坦

g
M
に

段

て

一

五

弘



出
欄
の
密
島
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ

HZ~3白
言
呈
B
E
d
-
h
p
S
5
8阿
南
に
舵
て

一
五
六

形
肯也.w、

所
謂
獄
踊
で
あ
り

τ雌
轟
に
あ
わ
て
は
睡
長
凡
そ
三
一
ミ

p
、
顧
の
幅
一
一
・
七
号
、

p
、

胸
幅
四
・
七
ミ

9
.
胸
の
長
さ
一
ニ
・
七
ミ
-P

腹
部
の
幅
最
大
郁
じ
於
い
て
凡
三
ミ

9
‘
腹
部
の
長
七
ミ

9
あ
る
。

婦
崎
血
拙
心
あ
h

り
て
は
大
慢
さ

L
τ
雌
晶
に
比
し
て
胸
隔
及
腹
幅
共
に
よ
の
な
る
今
月
っ
て
細
長
〈
見
ゆ
る
。
関
長
凡
-
一
乃
至
二
一
ミ

9
、
胸

幅
三
ミ

9
。

開
表
に
は
成
畠
闘
に
持
け
る
主
要
部
分
を
認
め
る
こ
さ
が
出
来
る
。

第
四、

卵

産
卵
せ
ら
れ
て
直
後
の
も
の
は
長
楕
閥
形
に
し
て
決
合
黄
色
be
帯
び
た
る
白
色
で
あ
る

o
m化
明
に
近
付
く
時
は
色
は
や
L
淡
暗
色
々
呈

し
て
来
る
。

卵
の
大
き
、
長
径
凡
一

・
一
五
三

P
、
短
何

0
・
三
九
ミ

p
位
あ
る
。
し
か
し
、
産
卵
後
徐
々
に
卵
の
大
さ
は
膨
大
し
て
来
る
。
今
充
に
測

定
ぞ
行
ひ
た
る
一
例
h
q
示
す
。

短長

f墨怪

産

卵

直

後

一・

O
九
ミ

9

0
・
三
六
ミ

9

産
卵
後
六
日
目

-
・
二
三
ミ

9

0
・
四
一
ニ
ミ

p

産
卵
後
一
一
日
目

-
・
四
九
ミ

P

0
・
五
三
ミ

P

新
〈
の
如
く
や
h
顕
著
に
膨
大
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

玉
、
経

生

経

過

第

一
、
編
岡
腕
に
於
け
る
礎
生
経
過



福
岡
町
厭

ω蘭
葦
・
哉
培
地
・
'
H

於
け
る
殺
生
経
過
に
つ
き
て
は
未
だ
充
分
の
調
変
を
港
け
て
琶
な
い
が
.
其
の
大
要
ぞ
湛
べ
れ
ば
左
の
遁
で
あ

る。
此
の
策
蜂
(
成
品
)
は
彼
地
に
於
い
て
は
凡
そ
潤
い
月
十
五
、
六
日
前
後
に
勿
化
し
て
出
で
始
め
四
月
末
乃
至
-4
月
始
頃
ま
で
沼
化
が
農

t

ら
し
い
。
而
し
て
成
晶
は
勿
化
後
間
も
な
く
安
唱
産
卵
な
始
む
る
も
の
h
如
〈
、
幼
量
的
早
き
も
の
は
五
月
五
、
六
白
鳴
か
ら
出
現
し
始
め

六
月
十
五
、
六
日
頃
ま
で
じ
は
大
部
分
が
老
熟
し
て
結
繭
す
る
も
の
h
如
〈
で
あ
る
。

著
者
等
は
大
正
十
三
年
乃
至
昭
和
三
年
に
一
且
り
て
福
岡
鯨
仏
於
い
て
略
一
ほ
老
熟
し
た
る
幼
畠
を
採
巣
し
‘
或
は
叉
彼
地
ょ
の
謹
O
て
い
た

V
い
て
倉
獣
に
於
い
て
飼
育
し
た
の
で
あ
る
が
.
そ
の
結
則
市
じ
よ
る
に
早
き
も
の
は
六
月
三
.
川
崎
日
頃
.か
ら
老
熟
し
て
結
繭
々
始
め
、
遺
品
d

も
の
さ
雄
も
六
月
十
五
‘
六
日
乃
至
二
十
日
頃
ま
?
に
は
全
部
老
熟
し
て
土
中
じ
入
る
令
見
た
。

後
の
地

ω農
家
の
談
巳
よ
る
も
弁
ム
ジ
は
八
十
八
夜
(
卸
ち
五
月
の
始
〉
に
出
始
め
て
梅
雨
明

ω宇
頃
に
至
れ
ば
審
を
治
す
き
云
ふ
は
即

ち
大
腫
に
於
い
で
、
ニ
h

じ
温
べ
た
所
三
一
致
す
る
を
見
る
。

第
二
、
倉
敷
に
於
け
る
飼
育
成
績

此
の
オ
ボ
す
メ
グ
ロ
川
バ
チ
の
幼
畠
は
や
L
飼
育

ω閑
雛
な
る
種
顕
で
あ
る
ら
し
〈
完
全
に
生
長
し
て
老
熟
す
る
個
組
依
少
く
‘
た
さ
ひ

老
熟
結
繭
す
る
も
完
全
に
多
を
越
し
て
霊
律
四
羽
化
し
て
出
づ
る
偶
睡
数
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
た
。
人
工
的
に
飼
育
す
る
に
嘗
り
て
如
何
与
る
保

件
が
斯
〈
の
句
a

〈
飼
育
そ
悶
綾
な
ら
し
む
る
a
m
の
で
あ
る
か
は
A
1
の
所
不
刷
で
あ
る
。

膏
に
於
げ
る
羽
化
刷

h胞
の
害
轟
す
ホ
オ
ス
グ
田
ハ
マ
チ
宮
言
語
言

asa当
1hpaBg問
に
獄
て

一
五
七
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第ー表 春に於ける羽化
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品
目
-
伊

品
目
一
品

o 0 

A 
E ト4

第
一
表
に
よ
れ
ば
オ
ホ
オ
丸
グ
ロ
で
ハ
チ
は
倉
敷
に
於
い
て
多
季
会
養
晶
室
内
に
て
渇
き
し
む
れ
ば
三
hn末
に
抑
制
化
を
始
め
四
月
学
頃
に

於
い
て
羽
化
を
終
る
。
而
し
て
羽
化
の
最
盛
明
は
四
月
六
、
七
日
成
は
八
、
九
日
頃
じ
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
わ
か
る
。

-
こ
の
結
果
そ
福
岡
鯨
じ
於
け
る
野
外
観
察

ω結
果
さ
比
較
す
る
に
元
よ
O
正
確
の
こ
さ
は
言
へ
年
い
が
、
畑
羽
化
の
開
始
明
か
凡
二
週
間
慢

e

倉
敷
じ
於
い
て
早
き
も
の
な
る
が
捌
く
考
へ
ら
る
。
斯
く
の
如
き
結
果
さ
な
る
原
凶
は
主
さ
し
て
倉
敷
じ
於
て
養
晶
室
の
気
温
が
一
路
岡
際
に

於
け
る
第
温
(
野
外
〉
よ
り
少
し
く
高
き
ニ
さ
に
あ
る
も
の
L
如
く
考
へ
ら
る
。
卸
ち
一
晴
間
じ
於
け
る
二

H
及
三
片
の
卒
均
気
治
は
そ
ね
ん
、

五
・
二
臨
時
及
び
八
・
二
度
ハ
O
〉
に
し
て
倉
敷
じ
於
り
る
養
轟
室
ゆ
二
、
一
ニ

H
の
卒
均
舞
温
は
・
セ
れ
ん
¥
1
六
・
九
市
民
及
び
一

0
・
五
慢
で
あ
ゐ
。
試

に
世
帯
度
ハ
じ
)
以
上

ω積
算
温
度
じ
っ
き
て
顧
問
さ
倉
敷
ざ
を
比
較
守
れ
ば
倉
敷
に
於
い
て
凡
そ
一
一
一
以
ハ
皮
・
日
}
位
高
い
の
で
あ
る
。
顧
問

に
於
り
あ
四
月
始

ωM即
日
一
牛
均
温
度
は
凡
そ
九
度
乃
圭
一

O
度
位
で
あ
る
べ
き
じ
よ
り
彼
地
心
於
い
て
は
一

O
日
内
外
勿
化
の
開
始
明
，
か
遅

e
O
L
結
果
さ
な
る
べ
き
こ
ご
.
か
推
定
し
得
ら
る
L
。

目
飼
育
成
績

今
昭
和
四
年
に
行
ひ
た
る
個
個
飼
育
の
夜
績
令
抜
掌
し
て
示
せ
ば
第
二
表
の
遁
り
で
あ
る
。

紬

ハ

附

富

一一一l唖
言語

言察

姻

主忌

鏑

~ 

明一凶

油

田

由
日
世

理事

4
R
 

泊

E

A
回
目
γ

山
由

m 

叡

油

田
口
一
戸
戸

4-R 

油

田

• fj-，' 
e 
p明
斗

H
E∞
伶

臨
の
害
患
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ず
チ

E
e
g
E
己
S
H札

5
g
a
g
M
に
就
て

一
五
九



選~II稲村長句κ吉永田《や~、 I)o，均・凋加叫側;ri W A'l'ERflTON !.lllCy 1-1<0 

4.: 8 4;29 老熟ぜずして死守

4>1.2- 4:3.0 。:6 越年中に死宇

4:12 430 0:6 同上

4:12 4:30 6.11 同上

4:12 4:30 6:14 同上

4:13 1):1 。:17 同上

4:13 邑:1 6:16 日:28，193リ

4:11) 6:2 |老熱唱せずして死す

4:20 ら:7 (i::.l8 4:0"'， 1ばlt)

4:20 1):7 6:11 一 |越年中に死す

4::W 5:7 6:13 3:29， 19:10 、

4:20 &:7 。:14 日:苦7，1930 

4:~ 品:7 ti:‘6 |越年中に死F
4:20 5:7 6:17 3:29， 1930 

4:W 5:6 6・12 越年中に死す

4:20 5:7 (i:14 同上

4:2i) 1):6 6: 9 同上

4:20 6:7 ():23 同上

4:26 1):7 6:1占 同上

4:20 1):6 (:18 国上

4:20 a:7 6:凶 向上



第
二
表
は
産
卵

.m化
、
結
繭
(
土
中
じ
入
る
〉
の
時
制
t

智
大
腫
一
亦
す
た
め
に
配
錬
の
一
部
分
々
抜
草
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
績
は

こ
の
外
に
多
数

ω飼
育
な
試
み
た
の
で
あ
る
が
成
者
は
老
熟
に
至
ら
ヂ
し
て
死
し
、
来
、
成
る
も
の
は
老
熟
し
て
土
中
に
入
。
た
る
も
越
多

-会
完
う
す
る
二
さ
飽
は
?
し
て
死
し
た
。
今
、
失
等

ω成
績
を
も
考
慮
に
入
れ

τ卵
及
幼
一
品

ω生
長
期
間
の
日
敢
な
一
示
さ
‘
3
。

韓
宵
各
時
代
の
日
数

卵
朋

同
制
川
蹄

¥1m 
τE 

選

ーー"
とZ

C血;ゐE 血.. 晶 血血CbるP 血らCbD 晶'・、凶開 、~
目・ ;.;. e:、.直~ ~ ~ ;.: 
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帥 o uo 0 0 ~白

国国 白. 勇品 品治 具晶 印・・ 刷・・ 仰品

ぷRubd 繋; ， 
-自.由吋..岳.山

毘

奇宅建ミ 4-sー~ 室主
迫田 .... 
rr Q，‘S 回
国

有』晶事

E4軍陸当 qτzE も

ーー凶~ - .... ~ m 叫∞ ιJ 戸 OJJ 吋軍国

草委

プド。・9ー冊
国、J

炉4
岬. <0岬:r.O) oo (CO'司

章容

ヨ羽田湿ËlI~強i時

十T 十-rl-rl-rh-十T 行
7琴 室長
ごF
。‘
2E時2 
楓

. 

告
の
表
に
示

Lた
る
は
蘭
韮
に
産
卵
し
た
ゐ
も
の
を
硝
子
昆
綴
を
有
す
る
網
室
内
に
保
ち
た
る
揚
合
の
戎
舗
で
あ
る
。
此
的
卵
期
間
の
卒

閣
の
害
虫
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
宮
守
E
ぎ
t
g怠
巧
炉
-
母
国
国

gM
に
撹
て

}六一



均
気
温

丘隠
貫主
- ft 
三オ
回世 ホ

丙さ
外会
で二
あ〈
のす
τ チ
，i g 
朋 E
νJ 旨

長 3
さ~
Iま 5

2a 
七 3
日 g
儲両
官に

品事
る、。

す
る
で
あ
ら
・
3
0

首
相
岡
に
於
け
る
四
月
の
卒
均
気
温
は

六

一
三
・
二
度
で
あ
る
か
ム
岡
地
方
心
於
ぃ
.1も
四
月
に
於
廿
る
卵
明
は
凡
七
二
ハ

l
一
七
日
位
を
要

註

こ
h
に
'
湖
一
家
の
園
田
度
と
冨
ふ
も
之
は
貧
は
戸
外
の
策
部
で
あ
る
。
網
室
は
開
平
屋
桐
慌
を
有
す
る
蹴
係
上
践
は
こ
h
に
配
し
た
る
温
度
よ
り
は
少
し
〈
高

き
也
の
で
あ
っ
た
ら
ヲ
と
考
へ
ら
る
』
。

幼
晶
胡

オ
ホ
オ
司
(
グ
ロ
川
バ
チ
の
幼
轟
は
老
熟
す
る
時
は
土
中
に
入
。
て
土
胞
々
作
。
て
そ
の
中
に
て
踊
化
す
る
。
こ
L

に
幼
轟
間
三
官
ふ
は
卵

が
解
化
し
て
か
ら
生
長
役
完
了
し
て
土
中
じ
入
る
ま
で
の
期
間
卸
も
委
し
く
言
へ
ば
幼
品
生
長
期
間
令
意
味
す
る
。

こ
の
艶
に
闘
す
る
観
察
結
果
を
第
四
表
じ
示
す
。

齢

-晋

田

明

白

幽

岬

答

盤
附
打
診

q
h
v
B羽
鳥
郵

道

E

U

田

辺

司

品
川

-
w
e
-
-
A
W
H
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S
-
-
晶

日

目

ミ

I
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H
由
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A
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蘭
の
害
血
掴
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ

Nvs~3昌
宏
苦
言
電
ゑ
者
巳
国

g
g出
に
或
て

二
ハ
四

1
1

由
日
同
制

l
a
a
H
-
h
 

l
l
a
-
-
∞
 

1
I
C
H
M
a
 

l

l

a一
回
叶

日・.
甲山

由民

ー、'" 

"" F 

‘ 、

同

ー

口、
炉品

ドー

自宅
l~ 

、、

ー~

田

川
明

E
S隣
国
海

1
1お
い

』

回

総

叫

闘

世

鴎

m
i
t
--M
q
・伊。ハ

3

右

ω表
に
よ
り
て
明
か
な
る
矧
ぐ
幼
轟
生
長
刷
聞
に
は
や
L
顕
著
な
る
差
異
が
あ
る
。
卸
ち
最
短
三
四
日
最
長
五
二
日
で
あ
る
。
主
a
『
亭

は
軍
に
幼
一
&
の
慶
毘
向
性
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
飼
育
の
保
件
に
も
多
少
不
同
.
か
あ
O
て
そ
の
影
曹
も
あ
る
こ
さ
L
考
へ
ら
る
L
。

右

ω表
に
於
い
て
は
網
室
に
於
げ
る
成
績
さ
聾
晶
室
に
於
け
る
成
績
さ
そ
別
け
て
あ
る
が
‘
こ
の
二
種

ω伺
南
場
所
に
於
け
る
平
均
気
温

は
獲
畠
室
の
方
.
か
少
し
く
痛
い
に
係
ら
?
幼
轟
生
長
刷
聞
は
雨
者
の
聞
は
大
差
な
か
っ
花
や
・3
に
見
ゆ
る
J

之
は
網
室
町
賓
際
の
温
度
を
測

定
せ
?
し
て
.
戸
外
の
気
温
を
以
つ

τ慣
の
に
網
室

ω
温
度
さ
憾
な
し
た
る
じ
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

右

ω
成
績
じ
よ
れ
ば
卒
均
気
温
が
二

O
皮
(

C

)

内
外
で
あ
る
場
合
に
は
、
幼
轟
は
凡
そ
四
O
日
内
外
で
老
熟
す
る
も
の
で
あ
る
ニ
さ
を
知

る
一
騎
間
際
に
於
け
る
五
月
の
卒
均
気
温
は
一
七
・
二
度
じ
し
て
六
月
の
そ
れ
巴
ご
・
凶
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
福
岡
厳
に
於
け
る
オ
ホ
オ
ス
グ

ロ
川
バ
チ
の
卵
の
解
化
す
る
の
が
五
月
始
で
あ
る
ざ
す
れ
ば
‘
幼
轟
は
凡
そ
六
月
半
頃
ま
で
に
は
老
熟
す
る
も
の
で
あ
る
こ
さ
が
推
定
せ
ら

る
L

。



賓
際
に
野
外
に
あ
り

τ付
帯
に
於
り
る
勿
化
の
附
加
は
や
L
詮
き
に

E
る
が
飲
じ
.
福
岡
仁
於
り
る
幼
轟
か
全
部
老
熟
し

τ土
中
に
入
る

の
は
六
月
二
十
日
乃
至
二
十
五
日
頃
じ

E
る
こ
ミ
L
怠
る
で
あ
ら
・
3
さ
考
へ
ら
る
L
。
質
際
彼

ω州
唱
の
農
家
，
か
梅
雨
盛
山
ゆ
る
頃
じ
至
れ
ば
弁

ム
ジ
が
影
を
潜
め
る
さ
言
ふ
こ
さ
h
右
じ
説
い
た
結
集
さ
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
を
鍋
る
で
あ
ら
・
3
0

踊
化
の
時
期
及
び
越
今

オ
ホ
オ
ネ
グ
ロ
川
J
H

チ
の
幼
晶
は
老
熟
す
れ
ば
土
中
に
入
り
て
土
胞
々
這
り
て
休
艇
に
入
。
最
早
や
其
年
内
じ

畑
羽
化
し
て
山
山
づ
る
ニ
さ
は
わ
ゆ
い
。
剖
ち
本
畠
は
}
-
年
心

一
回
の
護
生
を
行
p
h
の
み
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
晶
は
如
何
な
る
賦
雄
心
て
越
参
す
る
か
ざ
言
ふ
に
.
昭
和
三
年
養
議
室
内
に
て
の
観
娯
結
果
に
よ
れ
ば
十
月
二
十
七
日
に
は
既

に
踊
化
し
て
皆
た
。
究
.
昭
和
四
年
に
あ
の
て
は
十

H
四
日
に
調
べ
た
時
に
は
猶
は
幼
轟
岨
ぼ
で
あ
っ
た
が
十
一
月
四
日
に
調
査
し
た
時
に
は

蝿
化
し
て
居
っ
た
。
し
か
し
‘
踊

ω色
彩
か
ら
考
ふ
ゐ
に
未
だ
舗
化
後
建
伺
も
蛭
て
居
-bmM
や
・
ヲ
に
考
へ
ら
れ
た
。

是
等
の
結
果
か
ら
考
ふ
る
に
此
轟
は
土
地
中
じ
幼
溢
惣
に
て
盛
夏
の
候
ク
渇
し
十
月
末
頃
じ
歪
り
て
踊
化
し
‘
踊
態
に

τ留
年
す
る
も
の

で
あ
る
こ
さ
を
知
る
。
卸
ち
踊
化
は
各
じ
入
る
前
心
行
は
る
L
も
陣
取
多
に
入
h

り
て
謹
直
円
は
停
止
レ
、
翌
停
崎
何
鳩
山
加
は
る
さ
共
心
後
背
を
開

始
し
弐
い
で
四
羽
化
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

穴
.
宮

性

反

び

生

懸

第
一
、
産

~I~ 

成
品
は
羽
化
す
る
や
既
に
腫
内
に
成
熟
州
の
多
散
や
蔵
す
る
。
こ

ω酷
か
ら
考
へ

τ機
曾
さ
へ
あ
ら
げ
羽
化
後
間
も
ぶ
〈
交
尾
を
行
ひ
産

卵
す
る
も
の
で
あ
ら
‘
ヲ
さ
考
へ
ら
る
L
。
し
か
し
産
卵
開
始
時
明
.
産
刷
機
錨
四
日
敏
等
心
っ
き
て
は
未
だ
眠
由
索
令
快
戸
、
。

繭
の
香
織
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ず
チ

N
V容
器
宮
、
d
E
S
ご
rape-ozに
旋
て

-・六五



蘭
の
審
趨
オ
ホ
・オ
ス
グ
ロ
ハ
ず
チ

N
Vぞ
E
雪
三
g
E
t
c
-国
言
。
出
に
税
て

}・+ハ大

産
卵
の
方
法
は
先
づ
若
〈
‘
短
き
、
良
く
伸
長
し
つ
L
あ
る
繭
輩
h
z
浬
び
産
卵
器
の
鋸
に
よ
h
v
草

ω表
皮
じ
縦
孔
を
穿
も
其
の
一組
織
内
に

-
m
卵
ぞ
掃
入
す
る
。
而
じ
て
此
の
操
作
を
糠
り
返
し
て

一
重
に
順
次
じ
数
卵
令
列
べ

τ産
の
込
む
。
卵
の
産
ま
る
L

は
塞
の
上
端
に
近
く
産

卵
後
卵
が
用
化
す
る
ま
で
に
は
其
の
蘭
草
は
著
し
く
伸
長
す
る
。
産
卵
孔
は
縦
に
細
長
き
白
傑
ざ
し
て
謡
な
る
こ
さ
，
か
出
来
る
。

卵
は
産
下
後
日
を
経
る
じ
従
ひ
て
著
し
く
膨
大
す
る
が
依
じ
産
卵
孔
は
や
L
押
し
開
か
れ
中
に
あ
る
卵
令
見
る
こ
さ
を
得
る
に
至
る
べ
く

究
臨
華
の
卵
を
蔵
す
る
部
分
は
膨
大
し
て
特
典
の
形
を
呈
し
加
に
卵
令
離
す
る
こ
さ
を
知
り
得
る
に
至
ゐ
。

第
二
、
繁
殖
力

オ
ホ
オ
メ
グ
ロ
川
パ
チ
の
産
卵
散
は
如
何
程
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
艶
に
闘
し

τは
著
者
等
は
多
獣
の
雌
晶

ιっ
き
て
、
そ
め
貰
際

の
産
卵
散
を
調
食
す
る
ニ
さ
令
得
広
か
っ
た
が
‘
貨
験
し
に
る
少
数

ωも
ωに
つ
き
て
見
ゐ
に
凶
四
ル
至
幽
瓦
蚊
位
ま
で
産
卵
す
る
。
耐
し

て
此
の
程
度
に
産
卵
し
た
る
も
の
じ
あ
り
て
も
‘
そ
の
死
後
解
剖
し

τ卵
巣
を
検
資
す
れ
ば
猶
ほ
三
O
乃
至
川
O
の
成
熟
卵
を
存
す
る
も
の

ぞ
見
た
ゆ
卸
も
此
の
結
果
か
ら
考
へ
れ
ば
七
O
乃
至
八

O
粒
位
は
産
卵
す
る
胞
力
あ
る
も
の
さ
首
ふ
こ
ミ
か
出
来
る
。

突
に
禾
産
卵
の
雌
晶
令
解
剖
し
て
成
熟
卵
数
々
調
資
し
て
見
た
の
じ
.
卵
巣
門
に
蔵
す
る
成
熟
卵
獄
の
少
き
も
の
は
僅
か
に
一

O
粉
.
位
じ

過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
っ
た
け
れ
き
も
、
多
取
は
も
っ
さ
津
山
じ
蔵
し
て
官
h
v
、
中
に
は
八
五
位
d
h

持
っ
て
居
る
も
の
も
あ
っ
た
。
成
熟
卵
を

只
だ
一

O
笛
し
か
持
た
な
い
さ
云
ふ
が
M

叩
・
品
。
個
慢
は
勿
論
除
外
例
ざ
す
べ
き
で
あ
ら
、ヲ
が
、
多
叡
の
雌
晶
に
つ
き
て
調
査
し
た
る
所
々
卒
均

す
れ
ば
一
雌
に
射
す
る
成
熟
卵
の
平
均
肢
は
四
九
筒
強
さ
な
っ
た
。

卸
ち
問
。
に
成
熟
卵
の
み
が
産
ま
る
h
も
の
ざ
す
れ
ば
.
平
均
凡
そ
五

O
院
を
産
卵
す
る
も
の
ざ
雷
ひ
得
る
で
あ
ら
・
3
0



成
晶
出
現
お
時
卵
巣
小
管
内
に
蔵
ぜ
ら
れ
て
留
る
未
熟
卵
，
か
成
品
の
生
存
中
に
韓
首
し
て
産
下
せ
ら
る
h
や
否
ゃ
に
闘
し
て
は
未
だ
観
察

を峡円、。

第
三
、
雌
雄

の

割

合

成
畠
野
外
探
集
の
結
果
じ
よ
る
も
亦
極
集
し
た
る
幼
晶
そ
飼
育
し
て
勿
化
せ
し
め
た
る
結
果
じ
見
る
も
.
オ
ホ
方
不
グ

n
て
バ
チ
の
雄
の

-
般
は
甚
だ
少
な
い
も
の
で
あ
る
ら
し
く
考
へ
ら
る
h
o
卸
ち
此
小
匙
に
闘
す
る
観
療
の
結
果
を
示
せ
ば
第
五
表
の
通
で
あ
る
。

制

防

御

轟

毒薬

s 
埜

c~ 

ロb 務

、r。J、'r、“J、r、Zd、4p ，、b「JZB、FhJ、品
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時晴羽 ト

調
査
獣
は
少
い
が
.
し
か
し
‘
確
に
雄
の
肢
が
著
し
く
・
少
い
傾
向
島
官
ゑ
し
て
居
る
。

新
〈
の
如
〈
雄
晶
の
少
い
原
因
が
何
で
あ
る
か
は
刷
か
で
な
い
が
、
之
は
恐
ら
く
蘭
葉
峰
、
桃
葉
蜂
等
の
焔
割
合
に
於
け
る
が
組
く
無
精
卵

〈
旬
ち
受
精
せ
ぎ
る
も
の
)
で
も
盛
宵
す
る
も
の
で
あ
り
.
そ
の
性
が
雌
歳
さ
な
る
も
の
で
は
な
い
か
さ
想
像
せ
ら
る
L
。
卸
ち
不
受
胎
卵
か

簡
の
答
品
目
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ

hvh耳
ab聖
忘

sph
巧
診
時
国
連

g
z
に
就
て

二
ハ
七



繭
の
害
蛾
オ
ホ
定
ス
グ
ロ
℃
チ
阿
古

6
2
5
5
a
5
5
5冨
に
就
て

ら
生
咽
y

る
成

a"の
牲
は
桃
葉
峰
の
相
場
合
な
さ
さ
は
了
度
民
病
で
あ
る
が
‘
し
か
し

.
R慢
な
る
例
は
米
国
に
産
す
る
梨
の
鋸
臨
時
《
M
M白
紙
『
田
町
高

、.，

E
4『
'
E
w
-
P写
S
町
内
司

8.rv
に
於
い
て
既
に
貨
雌
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る

A
V
創
ら
オ
ホ
方
九
グ
ロ
川
バ
チ
に
あ
り
で
は
交
尾
せ
ず
る
雌

一
六
人

畠
が
産
卵
し
て
そ
の
卵
か
ら
卿
化
し
て
出
づ
る
幼
晶
が
生
育
す
る
輔
合
が
少
く
な
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
四
、
成
晶

の

書

命

オ
ホ
オ
久
グ
ロ
川
バ
チ
の
成
晶
は
成
量
化
後
直
に
地
上
に
現
は
る
L
も
の
で
は
な
〈
.
観
咲
の
結
果
に
よ
る
に
繭
(
卸
ち
土
胞
)
中
に
て
成

轟
さ
な
り
た
る
後
ム
一
猶
ほ
凡
そ
五
‘
六
日
間
位
は
其
中
心
止
ま
る
も
の
の
や
ヲ
で
あ
る
。

新
〈
の
如
く
で
あ
る
が
欽
に
昆
の
成
品
川
り
簿
命
は
成
晶
出
筏
後
生
き
て
居
っ
た
日
厳
に
右

ω土
胞
中
に
止
ま
る
朗
聞
を
加
へ
た
る
で
の
で

な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

左
に
示
す
生
存
臼
散
は
成
員
・
か
地
上
に
出
現
し
て
か
ら
死
ぬ
る
ま
で
の
日
獣
で
あ
り
て
‘
多
く
の
相
場
合
養
盆
箱
の
中
な
き
に
T
蜜
そ
食
物

ざ
し
て
奥
へ
て
飼
育
し
た
も
の
L
祷
命
で
あ
る
。

生
存
日
数

回
一耳豆

臼短

最

長

二
六
日

卒
二柏
O生
~ ff.・
"，.; B 
H 敏

右
に
示
し
た
も
の
は
勿
論
自
然
献
態
に
於
け
る
も
の
さ
は
や
L
異
る
べ
き
は
推
定
せ
ら
る
L
が
.
自
然
蹴
態
に
あ
り

τも
少
く
さ
も
平
均

し
て
一
五
、
六
日
位
は
生
含
る
も
の
で
あ
ら
、
3
0

第
五
、
幼
晶

の

習

性



府
化
直
後
の
幼
晶
は
頭
部
は
殆
き
無
色
活
刷
に
し

τ恒
は
淡
灰
色
な
呈
し
て
居
る
。
然
る
に
生
長
す
る
時
に
は
結
色
さ
な
0
.
頭
じ
は
特

異
の
鎚
紋
を
生
?
る
に
至
る
。

解
化
し
て
聞
も
な
き
幼
晶
は
蘭
華
の
務
総
紫
の
あ
る
組
織
令
外
部

p
h鳴
り
喰
ひ
て
縦
じ
細
長
い
白
き
傷
b
T
遺
る
。
然
れ
き
も
生
長
し
て

四
齢
頃
さ
怠
れ
ば
業
純
索
の
あ
る
部
分
、
成
は
髄
の
部
分
の
差
別
な
く
華
々
上
端
よ
り
嶋
み
食
す
る
が
放
に
蘭
は
輩
の
上
部
俊
切
取
ら
れ
た

る
・
か
知
き
観
h
l
嬰
す
る
。

幼
訟
の
肱
皮
t
q
行
ふ
回
般
に
就
き
て
観
-M
が
し
た
る
結
果
に
従
へ
ば
、
此

ω幼
晶
の
肱
庇
力
回
数
は
何
等
か
の
事
情
に
よ
hv
て
多
少
艶
化
す

る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
印
ち
成
る
個
憧
は
五
回
の
脱
皮
の
後
老
熟
す
る
が
他
の
も
の
は
六
回
成
は
七
回
の
脆
皮
そ
経
工
老
熟
す
る
。
多
数

の
調
査
な
経
て
居
な
い
が
、
脱
皮

ω回
数
さ
成
晶
の
性
さ
は
特
別
の
闘
係
は
な
い
ら
し
い
。
而
し
て
大
強
か
ら
見
て
じ
回
の
脱
皮
を
行
ふ
も

の
は
甚
だ
少
く
、
六
回

ω脆
庇
セ
行
ふ
傭
岨
敏
が
最
も
多
い
や
・
3
で
あ
る
。

繭

幼
凪
鵬
は
五
分
生
長
す
る
時
は
地
中
に
入
。

τ繭
L

句
作
る
。
し
か
し
.
繭
さ
言
ふ
も
寧
に
土
胞
に
渇
ぎ
な
い
。
如
何
に
し
て
ニ
の
土

胞
eq
詣
る
か
は
不
刷
別
で
あ
る
が
土
塊

ω中
に
糟
凶
形

ω宰
室
伝
作
る
。
従
つ

τそ
の
外
形
は
必
一
し
も
規
則
正
し
き
定
ま
っ
た
形
令
呈
し
て
は

居
な
い
。
幼
品
川
抽
ニ
の
土
胞
の
中
に
於
い

τ十
月
末
頃
蝋
化
じ
踊
腹
に

τ越
多
す
る
こ
さ
は
既
に
説
い
た
遁
の
で
あ
る
。

幼
鳥
帽
・
か
こ
の
土
胞
令
作
る
た
め
に
土
中
に
入
る
深
さ
に
幽
閉
し
て
は
自
然
蹴
勝
の
下
に
於
げ
る
調
査
を
快
く
が
、
人
工
的
に
ポ
ッ
ト
の
中
に

て
結
繭
せ
し
め
た
結
果

ιよ
る
に
凡
そ
深
さ
一

0
セ
ン
チ
メ
1
ト
作
位
に
濯
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
く
見
ゆ
る
が
、
し
か
し
.
綿
て
の
も
の

が
斯
く
深
t
入
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
〈
.
地
表
よ
hv
七
乃
至
八
セ
ン
チ
メ
l
ト
Y
位
の
所
か
ら
的
繭
々
し
始
め
る
ゃ
う
で
あ
る
。

幼
訟
の
食
純
物
ざ
し
て
は
今
日
ま
で
知
ら
れ

τ居
ゐ
所
で
は
蘭
草
の
み
で
あ
る
。

胞
の
答
指
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ぜ
チ

E
2
5
E白ごま
g
g出
に
就
て

一
六
丸



殖
の
嘗

a・
2
2ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
匂
き

E
2
3
E
E
d
c
g
g出
に
就
て

一七
O

韓
生
に
遁
せ
る
相
場
所

此
の
害
晶
の
量
生
す
る
地
方
で
あ
る
福
岡
厳
八
女
跡
、
三
瀦
郡
に
あ
り
て
は
農
窓
の
周
囲
に
竹
林
又
鉱
雑
木
林
等

そ
有
す
る
が
普
通
で
あ
る
が
‘
此
の
害
晶
の
笹
生
多
き
は
主
さ
し

τ人
家
、
蝿
塘
.
叉
は
遁
路
等
に
近
ad田
で
あ
る
さ
雷
ふ
-
M

き
で
あ
る
。

既
じ
説
い
た
飢
〈
此
の
幼

a，
か
老
熟
し
て
土
中
じ
入
ら
ん
さ
す
る
時
期
・
は
宛
も
梅
雨
期
で
あ
り

τ.
田
に
は
-
面
じ
水
を
搭
へ
る
事
さ
な

0
.
従
っ

t
幼
晶
は
箆
ち
に
田
の
土
中
に
入
h
v
て
管
繭
す
る
こ
さ
を
得
宇
多
少
移
動
を
行
ひ
て
提
塘
又
は
人
患
の
昆
敢
闘
。
、
又
は
畦
昨
等

に
来
。
て
土
中
心
入
り
て
管
繭
す
る
も
の
で
あ
ら
う
さ
考
へ
ら
る
L
9
克
も
之
等

ω動
に
闘
し
て
は
自
然
賦
態
に
於
り
る
充
分
の
観
察
そ
示

だ
行
ふ
に
至
つ

t
な
い
。

第
六
、
踊
化
、
羽
化
に
劃
す
る
低
温
の
影
響

オ
ぷ
オ
ス
グ
ロ
A

J

バ
チ
の
幼
畠
は
六
月
二
十
日
乃
至
二
十
五
、
ム
ハ
臼
ま
で
に
は
老
熟
し
て
土
中
に
入
。
土
胞
な
作

0
.
十
月
末
又
は
十
一

月
給
頃
に
は
踊
化
す
る
が
、
婦
の
ま
h
で
鶴
各
し
笠
露
骨
に
歪
り
て
羽
化
し
出
づ
る
こ
さ
は
既
じ
説
い
た
湿
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
r
、
夏
期
温
度
の
高
き
時
闘
は
護
育
を
休
止
し
十
月
末
頃
温
度
が
低
下
す
る
に
及
び
て
始
め

τ踊
化
す
ゐ
こ
さ
は
-
見
奇
な
る
週

A
燥
な
る
が
切
く
に
考
へ
ら
る
h
o
叉
、
十
月
末
に
蝿
化
す
る
も
そ
の
航
態
に
て
翌
春
ま
で
羽
化
し
な
い
。

試
み
に
、
昭
和
元
年
十
二
月
末
、
踊
t
q
二
十
度
の
解
卵
器
じ
入
れ
吹
い
で
之
を
十
五
度
の
鯛
卵
器
に
移
し
て
保
醸
し
置
ぎ
た
る
に
一
月
末

ま
で
に
成
品
さ
な
り
出
づ
る
こ
さ
を
見
た
。
見
、
昭
和
三
年
七
月
末
土
胞
そ
作
り
た
る
幼
晶
を
十
五
度
の
解
卵
器
内
に
保
ち
て
踊
化

ω
行
は

る
L
や
否
ゃ
を
検
し
た
る
に
九
月
十
五
日
に
蝿
化
L
，
昭
和
四
年
一
月
中
頃
に
至
り

τ成
畠
が
畑
羽
化
し
て
出
づ
る
令
見
た
。
即
ち
お
の
何
れ



の
揚
合
に
於
い
て
ち
自
然

ω踊
化
‘
羽
化
の
時
期
よ
り
は
僻
梶
早
〈
蛎
化
‘
沼
化
が
起
る
こ
亡
命
見
た
の
で
あ
る
。

此
の
賞
厳
の
結
岡
市
に
よ
り
て
オ
ホ
オ
久
グ
ロ
川
バ
チ
の
幼
轟
は
、
た
さ
ひ
、
七
.
八
爾
月
そ
完
全
に
経
過
し
て
居
な
い
で
私
成
る
程
度
の

低
温
心
曾
へ
ば
踊
化
、
羽
化
が
起
h
v
得
る
こ
さ
.
及
び
既
に
舗
化
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
な
れ
ば
十
五
度
以
上
の
温
度
(
芯
も
高
炉
方
り
限

界
は
わ
か
ら
な
い
が
)
に
舎
は
し
め
て
置
り
ば
春
や
待
だ
宇
し
て
早
〈
羽
化
し
て
出
づ
る
こ
さ
を
測
る
。

要
す
る
に
幼
晶
は
夏

ω嵐
・
温
の
高
き
時
刷
は
‘
言
は
u
二
種
の
休
眠
賦
般
に
あ
る
も
の
‘
見
、
踊
は
多
の
低
温
の
錫
に
殺
宵
が
停
止
し
て

居
る
も
の
さ
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
。
克
も
璽
加
の
護
宵
休
止
か
果
し
て
晶
の
休
眠
で
あ
る
か
否
か
は
A
1
の
所
で
は
不
明
で
あ
る
。

士、

概

括

一
、
幅
湖
町
輔
の
葡
哉
培
地
に
於
い

τ繭
草
令
害
す
る
葉
蜂

ω
ニ
樫
が
あ
る
。
と
は

b
b守
S
宮

E
E
S帆
宅
〉
-
E
E
一。z
q』
輔
セ
ら
れ
我

固
に
於
い
て
始
め

τ償
見
せ
ら
れ
た
る
新
繍
で
あ
る
c

著
者
等
は
之
内
い
す
ホ
す
久
グ
ロ
(
バ
チ
な
る
新
和
名
々
附
け
る
こ
苫
ざ
し
た
。

-
、
オ
ホ
オ
『
ハ
グ
ロ
川
バ
チ
は
オ
守
ハ
グ
ロ
A
J
H

チ
〈
b
a司
g
官
官
遍
符

S
阿同
E-d~)
じ
似

τ少
し
く
・
米
き
い
。
名
の
示
す
如
く
緩
は
黒
〈

し

τ雌
に
あ
り
て
は
腹
部
は
噌
赤
色
で
あ
る
。
敵
洲
に
産
す
る
積
類
で

b
与
E
S号
島
問
F
C
の
も
亦
本
種
じ
酷
似
す
る
。
そ
れ
等
さ

の
原
別
に
つ
き
て
も
肥
漣
し
た
。

一
、
ォ
ホ
オ
久
グ
ロ
川
d

チ
は
A
1
迄
の
所
で
は
編
附
厳
守
』
石
川
町
鵬
さ
に
於
い
て
知
ら
れ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。

二
本
審
議
は
二
平
一
回
の
量
生
で
め
り

τ成
品
は
凡
・
セ
四
月
半
頃
か
ら
現
は
れ
‘
幼
晶
は
五
月
五
、
六
日
頃
か
ら
六
月
中
F

渇
に
亘
っ
て
見

ら
る
h
o

備
の
宮
高
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ザ
チ

U
E・
E
-
E
E
4
2
2
3に
鼠
て

七



闘
の
審
議
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ぜ
チ

H
E
S
E
2
E
g
h
巧炉
-BE82
に
就
て

一七一

-
、
幼
晶
は
充
分
生
長
す
れ
ば
土
中
に
入
。

τ、
土
胞
な
作
り
て
そ
の
中
に
て
踊
化
す
る
。
幼
晶
の
生
長
に
要
す
る
日
肢
は
凡
モ
四

O
臼
内

外
で
あ
る
。

一
パ
此
的
集
蜂
の
維
の
取
は
甚
だ
少
な
い
。
之
は
恐
ら
〈
不
授
精
卵
が
良
〈
設
宵
生
長
し
.
新
様
じ
し
て
生
じ
た
る
成
轟
の
性
・
か
雌
じ
限
ら

る
a
A

に
よ
る
も
の
で
あ
ら
・
3
さ
考
へ
ら
る
L
。

成
織
は
七。
至
八。
筒
の
卵
を
産

品
j;; 

あ
る

一
、
幼
轟
は
今
ま
で
の
所
で
は
薗
草
の
み
坐
食
さ
す
る
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
。

一
、
幼
轟
は
水
を
張
り
た
る
水
田
中
に
は
結
踊
越
b

令
す
る
こ
さ
は
出
来
な
い
、
従
っ
て
本
害
晶
の
輩
生
は
主
ご
し
て
人
家
の
屋
敷
.
提
塘
又

は
道
路
に
近
き
一
助
に
多
い
。

一
、
オ
ホ
才
久
グ
ロ
川
バ
チ
の
幼
掻
は
盛
夏
の
候
は
一
種
の
休
眠

ω献
態
じ
あ
る
も
の
で
質
宵
を
停
止
し
て
居
る
。
之
を
成
る
程
度
以
下
の

温
度
じ
逢
は
せ
れ
ば
韓
宵
b
T
開
始
せ
し
む
る
・
』
さ
・
か
出
来
る
。

文

献

顧
問
際
に
産
'
る
髄
葉
蜂
の
}
種
に
就
き
て
ハ
懲
曹
.
病
識
害
維
誌
.
第
一
一
一
品
也
、
四
二
八
乃
至
四
一
一
一
一
一
頁
、
大
正
-
四
年
。

随
築
蜂
臓
除
法
、
明
治
三
六
年
、
ハ
正
硲
な
る
後
表
の
時
日
幹
な
・
昆
ゐ

mw
一
幅
間
際
立
食
事
院
除
場
試
験
成
績
報
告
‘
第
一
一
一
鋭
、
大
正
三
年
。

問
中
川
本
邦
泰
葉
蜂
科
第
一
築
・
食
商
務
省
食
事
試
除
勧
特
別
報
省
、
第
一
七
銀
、
六
O
乃
蓋
六
一
頁
、
明
治
三
五
年
。

何
春
川

向
渡

忠
吉

過

清
久
知



間
竹
内
本
邦
産
既
知
美
蜂
税
目
録
、
昆
掻
世
界
、
第
一
一
一
一
一
巻
、
一
入
二
乃
至
て
八
入
頁
、
大
正
八
年
。

山
門
戸
弓
』
ヨ
5
4
0
Z
・し『・〉

204司
田
宮
内
町
内

a
o「
皆
唱
l

宮
司
『
Z

E

』

P
勺

p
p
開『
d
H
U
E
O
J
O
間

宮

〈

O

一-
E

M

H

M

O四
B
I
N
c
p
s
h
a・

何
湯
浅

脅
譲

八
郎

〉

2
v
p同町
一

E仲
間

O
ロ
O
聞
吋

Z
ド

H'zpoo『
Z
M
O
吋

g
p
t
e
n
u向島
g
-
E
-
Z
u
g
-
w同
『
旦

gonohE司
y

〈

o-
・
4
口一・
2
J
A
m
-
】
申

M
H
-

M
M
P同
時

r
o
B
2
2
5
2
E
吉
田
y
c
司

2
吋

ω
よ円

m
E
F
S『
・
〉
2
g
z
o剛
容
h

開
三
0
5
4
一02
2
-
m
。1
a『
二
〉
E
U四
n
p

何

何

者

2
5
5開・

〈

L
-
-
X
H
伊
国

C
1
1
u
u削
-
H
O
H吋
・

。

絡
に
臨
み
こ
の
碗
蜘
刊
に
多
穴
の
援
助
を
し
て
下
さ
つ
十
池
上
海
氏
、
並
に
標
本
鐙
定
の
努
h
T

執
っ
て
下
さ
っ
た
ウ
オ
4

タ
l
ス
ト
ン
氏
に
傑
甚
の
謝
意
分

表
す
る
。

ハ
昭
和
五
年
六
月
三
日
d

内

間

続

問

第
一
剛
、
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
マ
チ
.
右
雄
、
友
雌

F位

の

戸
第
五
聞
を
除
〈
外
‘
何
れ
も
廊
大
せ
ら
み
o
侶
ん
廊
六
度
は
一
概
お
九
十
'
d

第
二
問
、
幼
痕

第
三
側
.
繭
(
土
胞
の
内
働
や
・
示
す
)

第
四
岡
、
H

閉
・
右
繕
‘
左
雌

第
五
剛
、
隠
そ
喰
し
つ
L
あ
る
幼
歳

第
六
園
、
産
卵
後
敏
日
企
鐙
て
膨
火
せ
る
卵

繭
の
帯
歳
オ
ホ
オ
ス
グ
ロ
ハ
ザ
チ

H
志
向
島
d

ニ白
ggss.
さ
か
国
富

g
M
に
就
て

一
七
三


